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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による積極的な経済政策や日銀による金融緩和政策を背

景に、高い水準にある企業収益や、雇用、所得環境の改善もあって、緩やかな回復基調が続いております。しかし

ながら、アメリカの金融政策正常化の影響、中国を始めとするアジア新興国等の経済の下振れ懸念、また、原油価

格等の下落の影響等が内在し、景気は先行き不透明な状況で推移いたしました。 

当社グループの属する不動産業界におきましては、低金利で良好な資金調達環境を背景に、日銀によるマイナス

金利の導入もあって、不動産市場への資金流入が更に加速し、不動産取引が拡大する等、不動産市況は概ね順調に

推移しております。住宅需要につきましては、新設住宅着工戸数に持ち直しの動きがみられるものの、競合他社と

の販売競争は厳しく、また、消費マインドは依然として低位で安定しており、今後の状況につきましても不透明な

状況となっております。 

このような事業環境の下、当社グループは、継続して中長期的な成長に向けた事業展開を推進いたしました。関

西、福岡エリアに加え新たに進出した中部エリアにおいて、既存事業の収益力向上を図ると共に、６事業分野のシ

ナジー効果を発揮して、新たな事業領域への進出を図ってまいります。当第２四半期連結累計期間では、事業エリ

アの拡大に伴い、売上高、売上総利益は増加し前年同四半期比増となりましたが、当社において、競合他社との販

売競争の激化により、新築戸建分譲事業における物件の供給が前期に比して減少したこと、また、これに伴う販売

促進活動の強化により、広告宣伝費が増加いたしました。加えて、当社の完全子会社であるケアサービス友愛にお

いて、訪問介護サービスの利用者減等の影響により、営業利益以下、各段階利益は前年同四半期比減となりまし

た。 

以上の結果、当社グループの当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高3,144百万円（前年同四半期比22.5％

増）、営業損失29百万円（前年同四半期は営業利益20百万円）、経常損失54百万円（前年同四半期は経常利益６百

万円）、親会社株主に帰属する四半期純損失46百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失６百万

円）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末における総資産は7,693百万円となり、前連結会計年度末に比べ113百万円増加いた

しました。その主な要因は、「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（４）追加情報」に記載している保有

目的の変更に伴う振替額を除き、販売用不動産が237百万円増加した一方で、現金及び預金64百万円、のれんが75

百万円それぞれ減少したことなどによるものであります。

当第２四半期連結会計期間末における負債合計は5,997百万円となり、前連結会計年度末に比べ299百万円増加い

たしました。その主な要因は、短期借入金が332百万円及び１年内返済予定の長期借入金が106百万円増加した一方

で、長期借入金が114百万円減少したことなどによるものであります。

当第２四半期連結会計期間末における純資産は1,696百万円となり、前連結会計年度末に比べ186百万円減少いた

しました。その主な要因は、親会社株主に帰属する四半期純損失の計上により46百万円、「企業結合に関する会計

基準」等の改正の適用により58百万円及び剰余金の配当により61百万円減少したことなどによるものであります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当期の連結業績予想につきましては、平成28年2月10日に発表いたしました、平成28年12月期の業績予想から変

更ありません。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。
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（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下、「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計

上する方法に変更しております。また、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表

示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度に

ついては、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(3)、連結会計基準第44－５項(3)及び事業

分離等会計基準第57－４項(3)に定める経過的な取扱いに従っており、過去の期間のすべてに新たな会計方針を遡

及適用した場合の第１四半期連結会計期間の期首時点の累積的影響額を利益剰余金に加減しております。

この結果、第１四半期連結会計期間の期首において、のれん及び利益剰余金がそれぞれ58,206千円減少しており

ます。また、当第２四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失はそれぞれ3,235千

円減少しております。

 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を当第２四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附

属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

 なお、当第２四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表への影響額はありません。 

 

（４）追加情報

（法人税等の税率の変更による繰延税金資産及び繰延税金負債の金額の修正）

「所得税法等の一部を改正する法律」（平成28年法律第15号）及び「地方税法等の一部を改正する法律」（平成

28年法律第13号）が平成28年３月31日に公布され、平成28年４月１日以後に開始する連結会計年度から法人税率等

の引下げが行われることとなりました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用する法定実効税

率は、平成29年１月１日に開始する連結会計年度に解消が見込まれる一時差異等については32.3％から30.9％に、

平成30年１月１日に開始する連結会計年度に解消が見込まれる一時差異等については30.3％に、平成31年１月１日

に開始する連結会計年度以降に解消が見込まれる一時差異等については30.1％となっております。

なお、この税率変更による影響は軽微であります。

 

（たな卸資産の保有目的の変更） 

 当第２四半期連結会計期間において、たな卸資産の一部について、販売目的から自社利用へと保有目的を変更し

たことに伴い、販売用不動産129,935千円を建物及び構築物（純額）77,182千円、機械装置及び運搬具（純額）

5,228千円及び土地47,523千円に振替えております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年12月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,913,463 1,849,307 

受取手形及び売掛金 29,825 22,961 

販売用不動産 1,124,985 1,231,641 

仕掛販売用不動産 1,643,210 1,591,686 

未成工事支出金 13,750 29,568 

繰延税金資産 40,864 50,604 

その他 88,755 106,173 

貸倒引当金 △2 △0 

流動資産合計 4,854,853 4,881,942 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 1,107,585 1,161,961 

機械装置及び運搬具（純額） 15,299 18,804 

工具、器具及び備品（純額） 19,260 16,499 

土地 1,001,720 1,049,244 

リース資産（純額） 22,123 24,506 

建設仮勘定 6,396 74,617 

有形固定資産合計 2,172,386 2,345,634 

無形固定資産    

のれん 365,490 290,409 

ソフトウエア 5,175 4,235 

商標権 1,016 927 

その他 559 451 

無形固定資産合計 372,241 296,024 

投資その他の資産    

投資有価証券 69,408 44,736 

その他 101,385 114,695 

貸倒引当金 △2,883 △2,972 

投資その他の資産合計 167,910 156,459 

固定資産合計 2,712,538 2,798,117 

繰延資産 12,758 13,384 

資産合計 7,580,151 7,693,444 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年12月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

営業未払金 443,668 404,056 

短期借入金 1,335,500 1,667,550 

1年内償還予定の社債 31,200 31,200 

1年内返済予定の長期借入金 601,907 708,578 

リース債務 7,021 7,055 

未払法人税等 46,981 7,104 

賞与引当金 72,907 46,947 

製品保証引当金 17,915 18,288 

その他 228,227 229,636 

流動負債合計 2,785,330 3,120,417 

固定負債    

社債 698,600 783,000 

長期借入金 2,164,520 2,049,982 

リース債務 15,406 17,606 

繰延税金負債 23,779 14,748 

役員退職慰労引当金 － 1,008 

資産除去債務 5,633 5,667 

その他 4,544 4,943 

固定負債合計 2,912,484 2,876,957 

負債合計 5,697,814 5,997,374 

純資産の部    

株主資本    

資本金 328,842 328,842 

資本剰余金 173,940 173,940 

利益剰余金 1,333,196 1,167,169 

自己株式 － △4,261 

株主資本合計 1,835,978 1,665,690 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 46,358 30,379 

その他の包括利益累計額合計 46,358 30,379 

純資産合計 1,882,336 1,696,070 

負債純資産合計 7,580,151 7,693,444 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年１月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年１月１日 
 至 平成28年６月30日) 

売上高 2,566,715 3,144,812 

売上原価 1,831,827 2,273,707 

売上総利益 734,888 871,104 

販売費及び一般管理費 714,753 900,408 

営業利益又は営業損失（△） 20,134 △29,303 

営業外収益    

受取利息 308 252 

受取配当金 698 798 

受取手数料 8,898 8,814 

その他 1,001 2,816 

営業外収益合計 10,905 12,682 

営業外費用    

支払利息 19,061 32,071 

支払保証料 4,188 4,035 

その他 1,651 1,556 

営業外費用合計 24,901 37,664 

経常利益又は経常損失（△） 6,139 △54,285 

特別利益    

固定資産売却益 217 6 

特別利益合計 217 6 

特別損失    

固定資産除却損 1,092 － 

特別損失合計 1,092 － 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
5,263 △54,279 

法人税、住民税及び事業税 5,150 3,829 

法人税等調整額 6,718 △11,938 

法人税等合計 11,868 △8,109 

四半期純損失（△） △6,605 △46,170 

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △6,605 △46,170 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年１月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年１月１日 
 至 平成28年６月30日) 

四半期純損失（△） △6,605 △46,170 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 17,689 △15,978 

その他の包括利益合計 17,689 △15,978 

四半期包括利益 11,083 △62,149 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 11,083 △62,149 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年１月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年１月１日 
 至 平成28年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△） 
5,263 △54,279 

減価償却費 27,019 32,730 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2 87 

賞与引当金の増減額（△は減少） △2,336 △25,960 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） － 1,008 

受取利息及び受取配当金 △1,006 △1,051 

支払利息 19,061 32,071 

固定資産除却損 1,092 － 

固定資産売却損益（△は益） △217 △6 

売上債権の増減額（△は増加） 15,389 33,888 

たな卸資産の増減額（△は増加） △25,601 △201,464 

仕入債務の増減額（△は減少） 25,782 △59,242 

その他 △89,487 △16,181 

小計 △25,042 △258,399 

利息及び配当金の受取額 1,022 1,061 

利息の支払額 △22,817 △35,788 

法人税等の支払額 △119,392 △43,485 

法人税等の還付額 122 7,334 

営業活動によるキャッシュ・フロー △166,106 △329,278 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △60,002 △60,901 

定期預金の払戻による収入 60,000 61,800 

有形固定資産の取得による支出 △399,443 △68,445 

有形固定資産の売却による収入 686 18 

その他 △5,055 119 

投資活動によるキャッシュ・フロー △403,815 △67,408 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 23,095 332,050 

長期借入れによる収入 573,500 485,000 

長期借入金の返済による支出 △322,556 △492,867 

社債の発行による収入 － 98,190 

社債の償還による支出 △35,600 △15,600 

自己株式の取得による支出 － △4,261 

配当金の支払額 △102,531 △61,640 

その他 △3,945 △7,441 

財務活動によるキャッシュ・フロー 131,961 333,429 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △437,960 △63,257 

現金及び現金同等物の期首残高 2,150,420 1,879,989 

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,712,459 1,816,731 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 当社は、第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」等を適用しております。

 これに伴う影響は、「２．（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」に記載のとおりでありま

す。

 また、当社は、平成28年５月10日開催の取締役会決議に基づき、自己株式12,300株の取得を行いました。この結

果、当第２四半期連結累計期間において自己株式が4,261千円増加し、当第２四半期連結会計期間末において、自己

株式が4,261千円となっております。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成27年１月１日 至 平成27年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

               

  報告セグメント 

 
不動産 

仲介事業 
新築戸建 
分譲事業 

建設請負 
事業 

損害保険 
代理事業 

不動産 
賃貸事業 

介護事業 計 

売上高              

外部顧客への売上高 238,929 1,881,413 274,152 26,442 71,730 74,047 2,566,715 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
1,408 － － － 3,600 － 5,008 

計 240,337 1,881,413 274,152 26,442 75,330 74,047 2,571,723 

セグメント利益又は 

セグメント損失（△） 
16,765 98,582 12,250 5,712 34,554 △1,061 166,804 

 

    （単位：千円） 

  合計 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
（注）２ 

売上高      

外部顧客への売上高 2,566,715 － 2,566,715 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
5,008 (5,008) － 

計 2,571,723 (5,008) 2,566,715 

セグメント利益又は 

セグメント損失（△） 
166,804 (146,670) 20,134 

（注）１．セグメント利益又はセグメント損失（△）の調整額△146,670千円には、セグメント間取引消去924千

円、各報告セグメントに配分していない全社費用△147,594千円が含まれております。全社費用は、主

に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又はセグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っており

ます。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成28年１月１日 至 平成28年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

               

  報告セグメント 

 
不動産 

仲介事業 
新築戸建 
分譲事業 

建設請負 
事業 

損害保険 
代理事業 

不動産 
賃貸事業 

介護事業 計 

売上高              

外部顧客への売上高 309,471 2,251,265 281,992 16,219 232,374 53,488 3,144,812 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
3,448 － － － 3,600 － 7,048 

計 312,920 2,251,265 281,992 16,219 235,974 53,488 3,151,860 

セグメント利益又は 

セグメント損失（△） 
23,218 96,959 △2,934 3,483 38,176 △17,522 141,380 

 

    （単位：千円） 

  合計 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
（注）２ 

売上高      

外部顧客への売上高 3,144,812 － 3,144,812 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
7,048 (7,048) － 

計 3,151,860 (7,048) 3,144,812 

セグメント利益又は 

セグメント損失（△） 
141,380 (170,683) △29,303 

（注）１．セグメント利益又はセグメント損失（△）の調整額△170,683千円には、セグメント間取引消去3,290

千円、各報告セグメントに配分していない全社費用△173,974千円が含まれております。全社費用は、

主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又はセグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っており

ます。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

 「２．（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」に記載のとおり、第１四半期連結

会計期間から「企業結合に関する会計基準」等を適用しております。

 この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、第１四半期連結会計期間の期首において、のれんが

「不動産仲介事業」において29,897千円、「新築戸建分譲事業」において7,474千円、「介護事業」におい

て20,834千円それぞれ減少しております。

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

（企業結合に関する会計基準等の適用）

「２．（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」に記載のとおり、第１四半期連結

会計期間から「企業結合に関する会計基準」等を適用し、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用と

して計上する方法に変更しております。

この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、当第２四半期連結累計期間ののれんの償却額が3,235

千円減少しております。
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（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

「２．（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」に記載のとおり、当第２四半期連

結会計期間に「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」を適用し、平成

28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更した

ため、事業セグメントの減価償却の方法を同様に変更しております。

この変更がセグメント利益又はセグメント損失に与える影響額はありません。 
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